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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
研修案内について

・4/8（土）14：00～17：00八戸自由大学講座第100回記念シンポジウム

詳細は部署宛てのメールにある為、各自確認すること。

・看護グループ内研修について

中級、上級以上3/31（金）17:15～場所：2階会議室　

テーマ：新人指導、実習指導について
新人、初級4/5（水）17:30～場所：2階会議室

テーマ：メンタルヘルス

・認知症ケア専門士の受験希望者は、4/15までに申し込みを行うこと。

法人行事について
・4/3（月）平成29年度入社式、13:10～。場所:メンタルケア病棟4階メモリアルホール
＊カンファレンスの時間になるので、関係機関に入社式があることを連絡する

・4/20（木）春の会。案内がWIZ上にアップされているため、各自確認。遅C勤務の場合、業務扱いでの欠席となる為、勤務表が出次第、欠席届を出すこと。

部署の連絡事項
・3/31（金）Drの評価が必要である疾患別診療計画書と転倒転落アセスメントの締め切り。
　＊転倒転落アセスメントでは薬の評価項目もあるのできちんと確認する。

・4/7（金）本人のサインのみ必要である疾患別診療計画書締め切り。
　＊表紙がない人は4月に直ぐに使えるように準備する。

・3月の月報は4/4（火）17：00までに作成すること。

・今後人事が決まりしだい、担当の振り分けを行う予定。それに伴い、データベースの更新作業も行う予定としている。
・4/10（月）プログラム検討会　各種割り振り、担当を決める
・5/2（火）　通所の部署懇談会　　　メンタル3階か古民家で行う予定
・5/9（火）　5/2欠席者の懇談会
・工藤が4/11（火）.12（水）に日勤→遅番に変更になる
＜利用者様情報＞
デイケア
・澤口　利香　様　～昨日退院している。本日利用日ではないが参加し入院前と特に変わらず過ごしている。入院時については吐かずに3食食べて、1.2Kg太った事や自宅については一人でいる事が多くて寂しいことや吐くことはないが食べていない、と話している。今後も健康的にデイケアに参加できるよう働きかけていく

・松川　順子　様～頓服薬をほとんど飲んでおらず主治医にもっと飲むよう指導されている。頓服薬に関しては苦くて飲みたくない。飲むとかえって人の形が濃く見えるとの事で抵抗を示している。頓服薬は食後薬から一時間空けるように言われているが飲みたくない。

　　　　　　　　＊今後、デイケアスタッフで外来カルテに本人が主治医に伝えたいことを箇条書きにまとめ、それを基に主治医が確認できるよう準備しておく。

・久保　興介　様～本日体験利用している。先週はプログラムに参加していたが、今週は個室にいてギターを弾き必要に応じてスタッフに相談するのみであった。

・小林　司　様～　本日体験利用している。今後隔週の木曜日で使用したいとのことで、正式利用を勧めていく。
デイナイトケア

・田中　一　様　～受給者証が届く4/17まで、毎週月曜日と木曜日の13：00～16：00まで利用する。4/5（水）10：00に移山寮三浦氏が来所しケアプランの確認を行なう予定。
　　　　　　　　　4/17から月・木曜日はうみねこ幸房で就労した後ナイトケアを利用するので、ナイトケアの指示箋の準備をする。

・中村　茂　様　～昨日14：00よりケア会議実施し、デイナイトケアは本日で終了し、今後は青南病院に4週間に1回受診し、その時に合わせてデイケアを利用する。（次回は4/19（水）に外来・デイケア予定となっており、デイケアでうみねこ幸房の昼食を食べる）
　　　　　　　　　来所時は電車とバスを利用し、9：00頃来所予定であり、帰宅時はタクシーを利用する。
　　　　　　　　　＊タクシー会社には、4週間に1回定期的に16：00に来るよう依頼し、中村氏のコミュニケーション能力などについて知ってもらうためスタッフまたは家族が伝える。
　　　　　　　　　＊4/19までにデイケアの指示箋の準備をする。
・吉田　富秋　様～2～3日前、部分入歯が合わなくなったと訴え、歯科受診を希望されており本日松尾歯科医院を受診している。新しく作り直すこととなり、次回は4/3（月）の予約となっている。
・倉橋　生子　様～定期外来受診にてレボトミン錠5ｍｇ/1T（就床前）が止めとなっている。本日は他利用者との交流なく静かに過ごしているが、トイレの戸をバシッと大きな音を立てて閉めることがある。スタッフの声掛けには穏やかに応じている。
・板橋　利美　様～「喉が渇く、舌が黒い。」と気にしている。スタッフが確認すると喉が渇く時の対処法としてマスクを掛けることを提案するとマスクして眠ったとの事。舌についてはピリピリすると話しているが、食事などに影響はなく日常生活への支障はない。
・鈴木　真知子様～昨日は落ち着きなく1階へ降りていくことがありスタッフに声掛けされると「ここで散歩したかった。外に行くつもりはなかった。」と話しすぐに戻っている。スタッフに夕食後薬服用後すぐ電話をかけたいと要求され、長姉様と話された後スタッフへ「今財布にいくらあるの？」とお金を気にした発言ある。本日はデイケアでは、プログラム参加出来ており落ち着いて過ごしている。
・佐藤　ミツ子様～日中の居眠りが多く見られているため、帰荘後ホールで過ごすよう声掛けすると「（青風荘スタッフから）聞いてるから。わかってるから」と返答され、余暇中ホールにて塗り絵をされています。23：10巡回時部屋が点灯していたため塗り絵をしていたため生活リズムが崩れるため控えるよう注意されている。
ナイトケア

・野月　利章　様～18：30頃本人より架電があり、息が苦しい等の体調不良を訴えている。詳細について質問するが、曖昧にはっきりと話すことはなく、青山荘スタッフへ相談したのか確認すると返答はない。自分からもしっかりと青山荘スタッフへ状態を報告するよう伝えると「はい」と返答し、電話を終了している。上記は青山荘へ情報提供し対応を依頼している。

＜外来情報＞

・菅野　勝利様～調子は変わらないと話している。体重64．5kgで経過している。

・番沢　政勝様～鹿内内科より風邪薬をもらったが、再度行こうか迷っているとのことで、当院からPL1週間分が処方になったと話している。

・淡路　智恵子様～タバコは1日3本にしており、コーヒーはたくさん砂糖を入れるので朝のみにしようと考えているとのこと。表情良く、不調はないと話している。

・我満　望　様　～春休み中であり、暇で就床が遅くなっていると話している。早く作業や活動の場所を見つけたいと考え、相談していることを報告している。

・村上　元道　様～うみねこ幸房へ2度寝して遅刻しそうになったとのことだが、表情良くCランクからBランクにアップしたことで頑張れると話している。

・倉橋　生子　様～他者に対して高圧的な態度・過干渉は減ってきており、苛々もなく穏やかで睡眠も摂れているとのこと。足の重さはあるとのことで、レボトミンが中止になったと話している。

・野月　利章　様～新しい施設見学の話はないと話している。青山荘での日課・訓練は大変だと話すが、月曜日はプログラムへ参加し、火曜日の朝食の支度も出来たと報告している。

・藤村　翔　様　～幻聴は時々あるが影響されることは無かったと話している。夜間の睡眠も摂れており、食事も摂れているとのこと。

＜外来情報＞
・冨田　紀子　様～特に変わりなく赤ちゃんの人形を作っているとの事。主治医より、散歩等して足腰を鍛える様にとの指示がある。

・奥山　以依子様～主治医に日記帳を見せている。右足甲の座りタコが出来ているとの報告があり、主治医より正座はしないようにとの指示がある。

・船場　幸子　様～特に変わりは無く、ナパゲル軟膏も本日は希望しないとの事。

・中居　美津子様～本日はセルリアンの仕事が忙しく、風邪気味な事もあって少し疲れていると話されている。

・前野　義勝　様～体の痺れは暖かくなってきた事とマッサージで改善してきていると話されている。

・鹿原　博夫様～特に変わりなくチラシ配りの仕事も順調に出来ていると話されている。
・小林　司様～住居や仕事内容は変わらないと話している。仕事のない日はゲームして気分転換で来ているとの事。朝、仕事に行きたくないと思う事が多く、同僚に体調が悪そうだと言われた際、相談できるようになりないと話す。時折、寝付けない事もあるとの事。デイケアはストレス解消と同じような病気の人と話す機会だからと会社から勧められており、隔週の利用にしたいと話している。

・松川　順子様～物が変に見える事は毎日続いており、デイケア後に人の形が見えるとの

事。視力の衰えはないと話す。症状出た際は頓服薬を服用しても良い事

再度、助言受けている。

・根地戸　恵様～気分の落ち込みはないとの事。夜早く眠ってしまい、服薬忘れがある

為減薬希望している。まずは注射薬エビリファイ（400）→(300）へ減薬して様子を見る事となる。本日エビリファイ（300）施行。

＜事例検討＞

植村　廣隆　様

実施日：H29年3月30日（木）13：00～13：30

担当：斎藤

性別：男性　生年月日：昭和56年4月21日(35歳)

診断名：アルコール依存症、広汎性発達障害

現病歴・生活歴：

幼少期から易刺激的で感情の統制が困難で､他者へ攻撃的となることが多かった。中学校卒業後､八戸広陵高等学校(全日制:普通科)へ進学。2年次に他者から悪口を言われる等の虐めを受けるようになり､登校を拒否。同年秋､登校途中で友人が自動販売機で購入した缶ビール(350ml)を勧められ、初飲。東京へ上京するが毎日のように自宅で飲酒する様になり(ビール700ml程)、飲酒は習慣化され､徐々に｢飲酒することが楽しみ｣と感じる様になっていた。アルバイト先で対人ストレスを抱えやすく､苛々感･焦燥感が強まると､休日に1日中飲酒して過ごすことがあった。業務遂行が困難となりH20年春に職場を解雇となり､八戸市へ帰郷。アルコール依存症の治療を目的として､H23.11.16当院を初診。その後も飲酒が制限できず､思考にまとまりなく､｢俺が守ってやるから｣｢大丈夫､大丈夫｣等と自分に言い聞かせるように独語することが目立っていた。当院でのアルコール依存症治療プログラムを目的として､H23.11.24入院となる。

入院時､情動が著しく不安定で､｢俺が守ってやる｣｢大丈夫､大丈夫｣等の独語を繰り返し､大声で叫ぶことや､家族や職員の手を握り続けることがあった。対人関係で不安感･苛々感が強まった際､｢大丈夫､俺が守ってやるから｣｢大丈夫よ､あなたは悪くない｣等､男女の口調での独語や､睡眠が不安定となることがあり､随時職員が不安を傾聴して情動の安定化を図っていた。3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムが終了し､H24.2.23退院となる。退院後は青陽館デイケアを利用したいたが、「わーくみなと」を通じて「はくじゅ」での障害者雇用が決定しH26.5デイケア終了となる。

ナイトケア利用の経緯：
昨年12月頃より脱力感を訴え、職場を休職し、八戸赤十字病院脳外科へ2回の検査入院を実施（12月23日～12月30日、1月5日～2月9日）。本人曰く、同院医師より「後頭葉の血流が見えない、詰まりがあるのではないか」と言われており、今後も検査を実施する予定で、未だ診断はついていない。上記により、2月末まではとりあえず休職を続けることになった。しかし、休職中や検査入院中に時間を持て余すことで、以前から利用していた出会い系サイトにさらに依存的になり、1ヶ月で5～6万円使用することや、深夜にコンビニへ行って充電して出会い系サイトを使用するといった行動が顕著になった。

上記により、「みなと」職員と本人とで相談し、復職するまでは日中活動場所を利用することを検討。青明舎やナイトケアの利用の相談があり、今回の導入に至る。
検討事項：

①来所回数が少なく目標設定面談を行えていないため、目標設定の方針について

②以前デイケア利用をしていた経緯があるが関わり方のポイントについて

· 女性スタッフへの愛情表現を多く口にしていることが多いが、冗談のように言っているため、人懐こい印象を受ける。こういった言動や出会い系サイトにのめり込む様子、ナイトケアの利用目的として「憩いの場所にしたい」との希望があることなどから、寂しさや人と繋がりたい気持ちが根底にあるのではないか？⇒ナイトケアを通じて寂しさ・人と繋がる感覚へのアプローチを行いたい。

· 日赤病院への入院時に出会い系サイトにのめり込んでいるため、環境の変化に弱い可能性が考えられる。⇒そういったところとつなげて目標設定・ナイトケアの利用の動機付けに繋げることが出来ないか？

· 男性スタッフが担当であることで、近すぎず遠すぎずの関係性で治療的な関係を維持しやすいと思われる。

· 利用予定日を事前に決めスケジュールに組み込むことで、定期的な参加を促すことが出来るのではないか？

· 本人様の希望を聞きつつ断酒の継続、就労の継続を目標として組み込んで考えていく

